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れ
ば
、此
方
面
に
於
け
る
英
國
の
優
勢
は
必
ず
し

3

永
遠
に
繼
纘
す 

る
譯

U

 

g
ぁ
ら

^
る
可
し
、此

0
如
く
觀
匕
來
允
れ
ば
ー
朝
鮮
の
輸
出
入
中
我
は
實
に
六
割
四
分 

强
を
占
む
る
優
勢
の
地
位
を
有
し
、且
つ
他
國
の

.質
易
を
鑾
食
こ
そ
す
れ
、未
だ
孰
れ
の
國
ょ

6 

?
寢
轉
せ
ら
る
、
の
恐
れ
な
き
頗
る
安
泰
の
地
位
に
：あ
る
事
は
明
ら
か
な
る
可
し

，

’

' 

.
MJt
我
朝
鮮
實
易
の
樂
觀
す
可
き
事

.を
述
ベ
忙
れ
：ど

？
、飜
：て
朝
鮮
内
M

に
於
け
る
我
小
寶 

商
人
の
前
途
如
何
と
云
ふ

.1C
、此
點

ic
關
し
て
は

M

々
悲
観
說

.を

.爲
す
者
あ
る
於
故
に
其
當
西 

を
檢
す
る
は
：®

る
興
味
あ
る
業
，な
る
可
し

»

<
我
小

K

W

A
と
，玄

那

人

灭

は

朝

鮮

人

と

は

孰 

^
.，
微
靡
の
地
'位

^
在
る
や

i

云
ふ
に
、K

.

那
人
、朝

»

人
の
：如
き
は
多
く

.自

沪

ら
土
地
家
屋
を 

所
有
す
る
财
故
に

’泥
岘
の
日
本
商
人
の
如
く
小
商
店
に
對
し
て
百
圓
に
近

‘
‘き
.寒
賃
を
^
拂
ふ 

e
要
せ

^
、且
つ
食
物
、衣
服
の
如
き
名

.頗
る
安

.價
に
し
、

<
日
本
人
於
故
ら
に
多
類
の

.■金
錢

.を

.投 

b

て
日

.本
商
孫
を

消
®
す
る
に
比
す
れ
ば
其
生

.活

.甚
だ
容
易
に
し

.て
、且

’つ
彼
等
は
敎
育
、衛〕

坐
、
 

土
木

等
の
諛
備
を
な
さ

t
る
於
故

^
公
费
の
負
織
は
甚
だ
.輕
く
以
て
其
營
業
の
甚
だ
少
な
き 

利
あ

6

、加

之
な
ら
ず

'日
本
商
人
中
に
は
所
謂
無
籟
の
：食

61

詰
め
者
少
な
か
ら
ず
、

客

人
に
對
す 

る
事
頗
る
無
釋
に
し
て
其
感
情
を
害
す
る
事
屢
々
な
れ
ど
名
、支
那

A
li
鮮
人

1C
は
殆
ん
ど
此 

の
如

t
事
あ
る
を
：聞

沪

ず
、故
に
朝
鮮
人

.の
如
き
は

ft
地
人
ょ

6

品
物
を
賈
ふ
を
欲
せ
卞
其
所 

要
の
物
品

.は
之
を
ノ
支
鮮
商
人
ょ

6

購
求

.す

.

.る
は

.勿
論
：日

.本
製

0
物
品
を

3

^
日
本

.商

.人

.上

i 

焯
貢
は
：V

支
.鮮
小

.寶
商
人
：の
：手
を
經
て
質
入
る
、
の

'
:有
欉
な

/人
左

6

と
て
日
本
の

小
寶
商
人 

中

必

ず

.
し名
.朝
鮮
人
を
.相
手

と

し
て
管

業

す

る
考
な
き
に

非

^
、0
れ
■と
.
名

其

.

.
數

は極
め
て
僅 

.
期
鮮
た
：於
け
る
我
商
樂
の
前
途
：
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切

朝
.鮮
；：に
：於
_け
.る
我
商
-業

-0
前
途
'
.
、
. 

■ 

一 
五
^

か
に
''
1
,
.て
^

づ
瀨
芦
物
屋
、金
•物

®

駄
'

菓
：：

子

：
屋

の

類

一

に

：過

ぎ

^

る
於
敌
に
.朝
鮮
相
手
の
我
小
寶 

商
.業
は
殆
ん
と
之
；な
し
と
云
ふ
>

可

：な
6
、而
し
て|

其
他
の
小
：寶

商

入

に

至

.
6
て
は
皆
內
地
人 

.を

相

手

，
と

し

つ

、

.あ
る
名
の
な
れ
ば
、玆

1C
悲
觀
說

F

生

b y

我
商
業
は

.只
所
爾
.共
食
を
行
ひ 

つ

:\
本

^
名

の

，^
し
て
、®

鮮

1C
發

展

し

t̂
6
 

i
て
朝
鮮
人
と
利
兹
の
交
換
を
行
ふ
に
_
次
る 

が
故

u

全
く

.無

益

な

Q

m
を
な
す
者
あ
る

u

至
-

0
、

然
れ

ど

$a

輩
は
全
然
此
の
如
き
結 

論

に

替

成

ず

る

事

能

は

，
、夫

れ
H

本
國
の
小
寶
商
大
が
朝
鮮
の
消
費
者
に
寶
込
む
に
勉
め
支 

•i
云
ふ
は
事
實
な
れ
ど
名
、數
種
の
雜
貨
又
は
織
物
領
の
外
は
鮮

-A
於
數
百
年
間
の
經
驗
に
依 

6
 V

得
女
る
熟
練
を
以
て
製
造
販

' 寶
す

る

名

の
な
作
ば
、到
底
我
商
人
の
競

#

し
得
可
き

?

の 

K

あ
ら
ず
、叉
波
れ
と
我
れ
と
は
晴
味
の
相
違
あ
る
於
故

Ic
a

於
如
何
に
彼
の
物
，品
を
摟
倣
し 

f

e

v

iて
充
分
に
彼
等
の
滿
足
を
質
ふ
に
足
る

名

の
に
あ
ち
梦
、故
に
我
小
寶
商
人
が

之

よ

み
 

以
土

^

朝
鮮
人
に
對
し
て
發
展

^

る
.は
頗
る
因
難
綮
る
な
ん
，

.

.
扨

,'
<

以
上
述
べ

fc

る
如
く
我
小
寶
商
人
が
朝
鮮
入
に
供
紛
す
る
多
寡
は
甚
だ
多
か
ら
声

i
 

S

は
k

其
の
消
養
者
の
同
胞
な
る
朝
鮮
商
入
に
劣
る
事
な
れ
ば
敢
て
不
思
議
な
ら

3'
'

れ
ど
名
、
 

其
外
國
人

a

る
支
那
人
に
劣
る
に
至

6
 y

は
甚
だ
憂
ふ
可
き
事
な

6

i

の
說
を

.爲
す
者
あ
$
、

41

紙|

れ
ど
名
余
輩
は

]f t
.

の
如
き
說
名
亦
之
を
是

1

す
る
事
能
は

^ '

る
な
6

、卽
は
ち
朝
鮮
人
は

消 

費
.
爹
と
し
，て.頗
る
購
寶
カ
の
少
な
き
名
の
に
し

て
、彼
等
は
將
來
大

に
其
財
產
を

增

加
し

V

多 

額
の
購
入
を
行
ふ
の
見
込
？
な

く
、叉

人
ロ
を
增

.
加
し

<

雕
賈
額
を
多
於
ら
し
む

.

る
の
見
込
％ 

な
き
者
な
る
於
故
に
、此
の
如
き
#
意
の
み
に
對
し
て
畫
込
を
行
ふ
支
那
商
人
の
前
途
の
如
き 

は
決
し
て
羨
む
可
き
名
の
に
あ
ら
次
る
な
ろ
ゴ
れ
ば
余
の
京
城
に
在
る
の
日
親
し
く
淸
國
總 

領
事
館
を
訪
间
，し

V

此
點
に
關
す
る
館
員
の
意
見
を
求
.め
杧
る

U
、

彼
名
全
然
余
と
同
様
の

見 

.
解
を
漏
ら
し

t

.り、而
し
て
余
は

15 1

ら
に
淸
國
は
如
何
な
る
手
段
を
以
て
此
形
勢
を
间
復
せ
ん 

と
す
る
や
と
問
ひ

^

る
に
、未
だ
確

^

る
意
見
な
け
れ
ば
先
づ
成
行
に
任
す
る
よ

6

外
な
し
と 

の
答
を
得
允

6

。

.此
の
如
く
我
は
購
貿
力
の
壻
加
せ

3'
'
る
否
寧
ろ
減
せ
ん
と
す
る
朝
鮮
人
に
對
し
て
こ
そ

小 

寶
を
行
は
ぎ
れ
ど
炎
實
は
其
輸
出
入
を
獨
占
し
我
產
物
を
輸
出
し
て
朝
鮮
夂
は
支
那
の

小
商 

人
を
し

y

販
寶
せ
し
ひ
る

^p

の
な
れ

ば
、
商
業
上
に
於
：け
る
我
地
也
の
如
き
は
決
し

V

憂
ふ

可 

き
.？

の

に

-3
0
ら

次
る
.な

6
、然
る
に
炅
我
商
業
を
悲
觀

す

る
者
は

.說
を
潙
し
て
日
は
く
、我

小
實 

'商

^
は

.
5!本
町
忙
割
據
し

V

日
本
人
の
需
要
を
馓
允
ず
を
以
，て
滿
足
す
る
者
の
如
く
な
れ
ど 

'

朝
._.亿
於
け

i
我
商
，業

.

の
：：

敢

途
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爷
、此

'
の
如
く
ん
，ぱ
一
日
本
人
の
得

^

る
所
は
卽
は
ち
他
の
日
本
人
、の
失
ふ
所
'
:
•
所
謂
共
食 

に
L

.
て
.
何
の
' 
得
る
所

3

な
奪
名
の
な

6

と
、此
說
の
部
き

は
支
那
朝
鮮
に
於
け
る

我
商
人
を
.攻 

擊
す

る
■流

行
語
に
し
て
一
見
恰
名
眞
理
な
る
が
如
し
と
雖
炎
仔
細
に
觀
察
す
る
に
於
て
は
其 

甚
だ

®

れ
る
事
を
發
見
す
る
に
難
於
ら
ず

、
©

は
ち
两
她
人
が
渡
鮮
す
る
何
故

*

や
と

云
は
 ヾ

其
只

一

の
動
機
は

ft

地
に
於
け
る

.
よ
6

は

m

リ
多
く
の
别
益
を
得
ん
と
す
る
に

S
.
る
な

i

、卽 

ち
農
業
の
方
面
ヨ
リ
云
へ
ば
內
地
に
於

.て
«
收
雜
漸
減
の
法
則
行
は
れ
て
利
益
を
得
る
事
困 

難
な
る

^

敌
に
此
の
如
き
事
情
の
存
せ
.次
る
朝
鮮
に
渡

^

6

て
土
地
を
耕

や
し
、
l U
て

內
地

に 

於
け
る
よ

6

は
ヨ
リ
多
く
の
生
產
を
行

CA

て
ヨ
リ
大
な
る
利
益
.を
得
ん
と
し
、叉
勞
働
者
の
如 

き
？
同
様
に

.
し
て
、內
地
に

V

は
其
供
給

.夥
多

U

し
，て
.
職
.業
を
得
る
に
.因
難
な
る
於
故
に
、其
需 

喪
の
多
き
所
、換
言
す
れ
ば
限
界
的
實
利
の
最

^p.,

多
き
所
に
於
て
就
業
し
、以
て
內
地

1C

於
け
る 

よ
6

は
ヨ

y

多
く
の
生
産
を
行
；

3

て
、ヨ
リ
多
ぐ
の
賃
銀
を
得
ん
と
す
る
な
ろ
、而
し
て
以
上

*
 

ベ
*

る
人
々
於
生
產
に
從
事
す
る
に
は
衣
食
住

.の
消
費
を
行
は

^

る
可
か
ら
す
、然
る
に
我
小 

寶
：商
人
は
之
を
供
紛
し
て

.
以
て
同
胞
の
ヨ
リ
多
く
生
産
す
る
：事
を
助
く
る
：？
の
な
.れ
ば
頗
る 

有

用

な

る

仕

：
事

を

.
行

ひ
つ

、
あ
る

S

の
に
し

て
、或
は
之
を
：以
て

.
共
食
と
稱
し
得
可
き

g

、fc
の

如
き
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共
食
は

#

:
だ
，歡
迎

.す
可
き
？
の
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云
ふ
可
し
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經
濟
史
家
の
如
き
は
經

«

.■發
達
の
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椴
；期
を

.
分
げ

y

®

人
經
濟
滕

代
都
市
經
猶
滕
代
、國
民
經
濟
勝
代
、世
界
經
濟
峙
代
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.と
'
な

し

、
谷 

人

獨

、
•立
し
て
共

^

を
な

r
o
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し
赌
代
を
個

.A

經
濟
擗
代
と
稱
し
®
名
幼
稚
な

る

名

の
?:
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'

懿 

め
、
世
：界

擧6

<
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食
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行
ふ
塒
代
を

#

界
經
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代
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稱
し
、
#

名
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，

る
$

の
と
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む
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な

6

、3

作
ば
■
共
食
の
發
達
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濟
の
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達
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す
る

2

の
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し
て
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け
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內
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食
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實
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け
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よ

6

は
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y

多
く
の
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產
を
行
ふ
義
に
し
て
、叉
此
共 

食
を

■

行
冬
は

ft

地
の
產
物
を
.消

®

し

y

其
の
輸
入
を
促
が
し
以

<

«

.地
に
在
る
生
產
者
に

0 

利
益
を
與
ふ

：

る
所
以
な
れ
ば

^

輩
は
此
の

_

解
さ
れ

*

る
共
食
經
濟
の
益

i
發
達
せ
ん
事
を
希 

J
:
:す
る
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^
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